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 高等学校家庭科における手芸の学習（第１報）
― 我が国におけるスウェーデン刺繍の歴史と手芸の学習 ―

１　研究の背景と目的
　経済先進諸国において、ＧＤＰに代表される経済的な豊かさのみならず、精神的な豊かさや

健康までを含めて幸福や生きがいを捉える考え方（ウェルビーイング）が重視されてきている。

家庭科は、生涯にわたる生活を学びの対象とする教科である。その目標は小学校・中学校では

「（略）衣食住などに関する実践的・体験的な活動を通して、生活をよりよくしようと工夫する

資質・能力を（略）育成する」、高等学校では「（略）実践的・体験的な学習活動を通して、様々

な人々と協働し、（略）主体的に家庭や地域の生活を創造する資質・能力を（略）育成する」

とされており、まさにウェルビーイングの向上に貢献することを目標に掲げた教科だと言える。

子どもたちの生活経験の不足が言われて久しく、手先の不器用さなどの課題が指摘されている

が、生徒は家庭科における実験・実習などの体験的な学びに意欲的に取り組んでいる。

　しかし、高等学校においては家庭基礎（２単位）が多く採択されているため、広範にわた

る学習内容に対して授業時数が不足しており、実践的・体験的な学習活動に十分に時間をか

けることは難しい。一方で 2008 年告示の学習指導要領以降、家庭基礎では被服製作について

は言及がないにもかかわらず、多くの学校で基礎縫い実習は実施されている（山中・川端、

2024）。生徒にとって必要な学習であると多くの教師が考えていることがうかがえるが、生活

を豊かにするという視点からは、基礎縫いだけでは不十分と言えよう。先行研究では、家庭

科の授業における学習経験があるほど、授業以外でも自主的に取り組む（堀内、1989）ことが

示されており、生徒の興味関心や意欲を高める題材設定が重要である。衣生活領域において、

生活を豊かにすることを目的とした題材としては、手芸が挙げられるだろう。

　近年家庭科教材のカタログにスウェーデン刺繍の教材が取り上げられるなど、特別支援学
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校などの教育現場ではスウェーデン刺繍が再び注目されている様子がうかがえるが、その実

践はほとんど報告されていない。

　本研究は、生活をより豊かにし生涯にわたるウェルビーイングの向上を図る視点から、

スウェーデン刺繍に注目してその教育的効果について考察し、高等学校家庭科における指

導法や教材について提案することを最終的な目標とする。本報ではスウェーデン刺繍がど

のような刺繍なのか、そして学校教育ではどのように扱われてきたのか明らかにすること

を目的とする。

２　研究方法
２－１　分析対象

　本研究では、1950 年代から発行された国内外の手芸雑誌・書籍に注目して、スウェーデ

ン刺繍に関する内容を調査し整理した。その上でスウェーデン刺繍を考案した久家道子氏

について、現代を代表するスウェーデン刺繍作家である五十嵐富美氏に聞き取りを行い、

スウェーデン刺繍の特徴および久家氏の来歴をまとめた。さらに同時代の高等学校学習指

導要領における手芸学習の扱い方及び現代の学校での実践報告を調査し、それらの結果か

ら総合的に考察を行った。なお本報告において、刺繍名の表記については「スウェーデン

刺繍」を原則とするが、書名および本文等の引用については原文のままとし、「スエーデン」

「ししゅう」「刺しゅう」等の表記を用いることもある。

３　結果と考察
３－１　日本で発行されたスウェーデン刺繍の雑誌・書籍

　スウェーデン刺繍に関する雑誌・書籍を、書店、古書店を中心に探した。概要を表１

に示す。1957 年から 1970 年にかけて、次々と出版されていることがわかる。最近では、

2016 年からスウェーデン刺繍作家五十嵐富美氏による書籍が続けて

刊行されている。

　以下、表１より特徴的な書籍を 2冊取り上げる。

ア　スエ―デン刺繍（1957　婦女界出版社）

　我が国で最初に出版されたスウェーデン刺繍書である。作品と

その作り方、模様刺しのページに続いて、巻末に「初めての方の

ために　スエ―デン刺繍の基礎」として以下のように記されている。
図 1　スエ―デン
刺繍表紙



 高等学校家庭科における手芸の学習（第１報）　47

（下線は筆者による。以下同じ）

　下線部について、ヨーロッパで発生したとあるが、詳細には

触れられていない。スウェーデン刺繍の特徴として、簡単であ

ること、美しいこと、豪華であることなどが挙げられている。

　同書は 100 万部を超えるベストセラーになったという記録が

残っており（東京新聞、1992）、当時のスウェーデン刺繍の人

気がうかがわれる。取り上げられている作品例は、男性用女性

用ともに、洋服、洋装小物、和服、和装小物、インテリアと多

岐にわたる。

　クロスステッチよりも歴史の古い、布目数え刺繍（counted thread embroidery）の一種で、

スエ―デンやユーゴー等、北欧から中欧にかけて発生した刺繍ですが、現在ではアメリカを中

心に世界的流行の波に乗って、日本でも街に職場に家庭に、手芸愛好者の新しい人気の中心

となっています。

　ざっくりと織り出した布地に、太い糸で布目を数えながら、いろいろと配色を考えて刺すだけの

簡単な手法ですが、裏に全然糸が出ないこと、何度洗濯しても模様が崩れないこと等の特長を

持つと共に、他の刺繍に見られない布地と糸のかもし出す立体的陰影の美しさ、面白さ、多彩

な色と布の表に盛り上がった糸の量感からくる豪華さなどが、現代女性のセンスにぴったり合って

今日の流行になったといえましょう。

図 2　 東 京 新 聞 記 事
（1992 年 9 月 5 日）

 出版年 書名 著者 出版社

ア 1957 スエ―デン刺繍 久家道子　南條悦子 婦女界出版社

イ 1957 スエーデン刺繍模様集 久家道子 婦女界出版社

ウ 1958 スエ―デン刺繍基礎と応用
基礎と応用　手芸入門叢書№ 16 板垣文恵　小河方子 雄鶏社

エ 1958 手芸教室 26　スエ―デン刺繍 雄鶏社編 雄鶏社

オ 1959 流行スエ―デン刺繍 南條悦子　久家道子
他 婦女界出版社

カ 1959 刺繍のモチーフ 　 女性の友

表１　日本で発行されたスウェーデン刺繍を取り上げた雑誌・書籍
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ト　たのしい手芸 37　スウェーデン刺繍（1973　婦人画報社）

　本書は、上記アで示した最初のスウェ―デン刺繍書の発行から 15 年が経ち、それまで

の活動を 1 冊にまとめたものであり、特に詳細にスウェーデン刺繍についての久家氏の思

いが述べられていると思われる。以下は表紙裏の前書き（抜粋）である。

キ 1959 手芸教室 29　スエ―デン刺繍２ 尾崎千代子他 雄鶏社

ク 1960 新しいスエ―デン刺繍 久家道子 雄鶏社

ケ 1960 NHKTV 婦人百科３ フランス刺繍 　 日本放送出版協会

コ 1961 スエ―デン刺繍 久家道子 日本ヴォーグ社

サ 1962 実用手芸パターンブック 11
スエーデン刺繍　久家道子作品集　久家道子 雄鶏社

シ 1963 ONDORI スエ―デン刺繍 田中清子 雄鶏社

ス 1963 スエーデン刺しゅう
ペーパーバック 久家道子 日本ヴォーグ社

セ 1964 美しい刺繍 5　布目刺繍（スエーデ
ン　スーダン　こぎん　ゴブラン） 久家道子 講談社

ソ 1964 手芸カード 52　スエーデン刺しゅう 久家道子 日本ヴォーグ社

タ 1967 新スエーデン刺しゅう 久家道子 日本ヴォーグ社

チ 1967 美しい刺繍 6　スエーデン刺繍　7 刷 久家道子 講談社

ツ 1970 ONDORI ヤングシリーズ
スエ―デン刺繍 尾上雅乃他 雄鶏社

テ 1971 手芸の友６子どもと手芸 久家道子他 グラフ社

ト 1973 たのしい手芸 37
久家道子スウェーデン刺しゅう 久家道子 婦人画報社

ナ 1980 スウェーデン刺しゅう
HUCKABACK　EMBROIDERY 雄鶏社編 雄鶏社

ニ 1982 スエ―デン刺繍作品と図案集 久家道子 日本ヴォーグ社

ヌ 2003 新装版スウェーデン刺しゅう 久家道子 日本ヴォーグ社

ネ 2016 スウェーデン刺しゅうの図案帖 五十嵐富美
久家道子監修 日本ヴォーグ社

ノ 2023 世界手芸紀行毛糸だま特別編集 　 日本ヴォーグ社

ハ 2024
スウェーデン刺しゅうハンドブック
配色が楽しい 130 の図案と基礎、楽
しみ方

五十嵐富美 日本ヴォーグ社

ヒ 2024 増補新版 スウェーデン刺しゅうの
図案帖 100

五十嵐富美
久家道子監修 グラフィック社
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　また、同書巻末の作り方解説ページには、以下が掲載されている。

　今から18 年前、私にとって素晴らしい国、スウェーデンの国をイメージとして「スウェーデン刺繍」

と名付けて発表して以来、着実な歩みによる年を重ね、新しい素材とデザインによって作品と図

案も数多く作ることが出来ました。その中から、このように選ばれた作品と図案によって、一冊の

本にしていただけたことは大きな感謝です。手作りのよさが世の中で大切な存在として認められて

はきたものの、まだまだ手作りの味わいを自分の手で喜ぶことの出来ない人も多くおります。数多

くある刺繍の中で、最も早く出来て、美しく仕上げることの出来るこのスウェーデン刺繍は、忙し

くなった世の中にもマッチした手芸といえると思います。生活にゆとりがでてきた住まいのインテリア

に、自分らしい個性ある手作りを生かせるのも、このような刺繍だと思います。色どり、図柄のバ

ランスを考えて刺せば、楽しい作品が次 と々生まれると思います。心豊かに、大勢の人と共によ

い作品を作りだしながら、よい社会を作りだしてゆくことを願い、今日も新しい作品とデザインを考

えながら、心をはずませております。

　布目を数えながらすくってゆく手法のこの刺繍は、古くから西欧で親しまれ、伝えられてきた。

一九五六年に私は、はじめて「スウェーデン刺繡」という名をつけて、第一冊目を出版した。

それまでは南米や北米で「ハックウィーヴィング」の名称で、ゲストタオルやエプロン類に軽い調

子の刺繍で親しまれてきている。また、イギリスで出版された本では「ユーゴスラビアンダーニング」

の名称がつけられている。このように世界中に親しまれている技法であるが、日本で出版するに

あたり、ネーミングを考え、すべての点でデザイン活動にすぐれていた北欧の中から親しみ深い「ス

ウェーデン」を刺繍名として名付けることに決めた。スウェーデンで生まれたものではないが、発

表後、日本で育てられた刺繍といえる。当時の日本を考えると、戦後十年が過ぎ、そろそろ趣味

としての手仕事を取り入れたい気持ちが、急激な流行となったのだと思う。若い人、子供、老人、

だれにでもすぐ覚えられ、短時間で作り上げることのできる刺繍、立体的でモダンである等、早く

皆の間に変えられる要素を多分に持っていたからであろう。時代や流行が年毎に変わるときでも、

この時に合わせてデザインを自由に考えて刺すことができる楽しさを持っている。
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　アと同様にヨーロッパを発祥の地として、世界各地で取り組まれ

ていること、スウェーデン発祥ではないが、久家氏が手仕事への思

いからスウェーデンと命名したこと、そしてその手法が比較的容易

であることが挙げられており、大流行の背景についても、時代背景

に触れながら、久家氏なりの解釈が述べられている。取り上げられ

ている作品は、アと同様であるが、海外ではタオルやナプキン類で

あると示され、我が国独特の発展の様子も触れられている。

　上記ア、ト２冊以外の書籍についても、前書き等に記載されてい

るスウェーデン刺繍についての説明はほぼ同様である。1970 年以降はスウェーデン刺繍書

の発行は減り、その後の同種書籍の発行は 2016 年、五十嵐富美氏によるものになる。

３－２　久家道子氏の来歴と時代背景

　スウェーデン刺繍の考案者である久家道子氏はどのような人物であったのか。久家道子

氏の親族（義娘）でもあり、久家氏に師事し同刺繍の普及に尽力して来られた現代を代表

するスウェーデン刺繍作家である五十嵐富美氏に聞き取り調査を行った。

・日　　時：2024 年８月９日　10 時 30 分より 12 時 30 分

・場　　所：アトリエ久家（東京都中野区）

・主な内容：①久家道子氏の来歴、②五十嵐富美氏の考える刺繍、③今後のスウェーデン

　　　　　  刺繍の可能性

　以上の結果から、久家氏の略歴をまとめると以下（表２）のようになる。久家氏は数々

の書籍発行のみならず、1959 年には NHK ラジオに出演してスウェーデン刺繍について講

義を行うなど精力的に活動しており、当時スウェーデン刺繍がどれだけ注目されていたか

がわかる。

図 3　スウェ―デ
ン刺繍表紙

1930（昭和５） 大阪にて出生

1950（昭和 25）
自由学園卒業
自由学園では、美術教育が充実し、一流の音楽家、芸術家による授
業があり、後年の刺繍の仕事につながった

1951（昭和 26） 卒業後、スウェーデン人宣教師夫人ヤンソン夫人のもとで料理や工
芸を学ぶ

1951（昭和 26）～
1955（昭和 30）

チリに赴任する公使の従者としてサンチアゴへ。そこで刺繍したタ
オルを知る（後のスウェーデン刺繍）

表２　久家道子氏の略歴とスウェーデン刺繍
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　1950 年代後半は、敗戦の混乱期を経て、いわゆる高度経済成長が始まった時期にあたる。

高度経済成長は、第 1 次産業から第 3 次産業への産業形態の変容をもたらし、その結果「仕事」

の場である職場と「生活」の場である家庭が切り離され、仕事に出かける父親と家庭で家事・

育児を担う母親という性別役割分業が定着した。

　都市部で専業主婦となった女性たちは、ひとりで家庭生活を経営する中で、これまでに

はなかった自分らしい生活空間を創造する意欲を持つようになり、このことが手芸ブーム

につながったのであろう。中でも、新しく考案された「簡単で」「早くでき」「豪華さがある」

スウェーデン刺繡が人気を博したのではないかと推測される。なお、この 1950 年代後半か

ら 1970 年ころまでを、本報ではスウェーデン刺繍の「第 1 次ブーム」と呼ぶことにする。

第 2 次ブームは教材カタログに掲載されるようになった 2010 年ころからとする。

３－３　高等学校家庭科の学習指導要領における手芸教育の位置づけ

　第１次ブームの時代を中心に、新制高等学校発足以降の学習指導要領を見てみると、

1948 年告示版で実業「家庭」としてスタートした家庭科は、1956 年には教科「家庭」（「家

庭一般」他専門科目）となった。1960 年告示により「家庭一般」が普通科女子必修（４単位）

となり、1970 年告示では「家庭一般」がすべての女子必修とされた。これは 1978 年告示

版まで継続される。1966 年の中央教育審議会答申により、家庭科の女子のみ必修は「女子

の特性に応じた教育的配慮」とされ、性別役割分業に基づく男女別カリキュラムの根拠と

された。その後 1989 年に女子差別撤廃条約批准のため、家庭科は男女必履修科目となった。

　家庭科にはすべての女子に必修とされた科目に加えて、専門科目も 20 科目程度設置され

1955（昭和 30） 帰国後、刺繍講師をすることになり、チリで知った刺繍を取り上げ
ることにする

1956（昭和 31） 専用のクロスや刺繍針の開発に取り組み、スウェーデン刺繍として
発表

1959（昭和 34） NHK ラジオ女性百科でスウェーデン刺繍に出演

1975（昭和 50） バングラデシュ・タイの婦人自立支援

1979（昭和 54） 中国に刺繍工場をつくる

1992（平成 4） スウェーデン刺しゅうの普及と指導に対して科学技術庁長官賞　受賞

2001（平成 13） ㈶日本手芸普及協会　会長就任

2003（平成 15） 秋の叙勲にて旭日双光章受章
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ている。1960 年、1970 年、1978 年、1989 年告示の学習指導要領における刺繍を含む手芸の

扱いについて、必修科目と専門科目の記載内容の比較を行った。結果は表３のとおりである。

　1960 年、1970 年、1978 年告示の学習指導要領においては、女子必修科目としての家庭

科には手芸は見当たらず、選択科目である専門性の高い科目においてのみ、手芸（刺繍を

含む）が取り上げられており、大流行したスウェーデン刺繍（第 1 次ブーム）の影響は特

必修科目家庭 専門科目家庭（手芸関係）

1960 年告示
普通科女子
必修

第 1　家庭一般
手芸関係の記載
なし

第 2　被服Ⅰ
（６）手芸　ア編み物イ刺しゅうウ染色エその他
※被服製作，手芸については，地域の状況や履習単位の多
少によって適当な製作品を選択し，基礎的な技術を習得さ
せる。（第 3 被服Ⅱも同様）

1970 年告示
すべての女

子必修

第 1　家庭一般
手芸関係の記載
なし

第 2　被服Ⅰ
（７）手芸　アししゅうイ編み物ウ染色エその他の手芸    
（第 3 被服Ⅱも同様）
※この科目は，家政科，普通科およびこれを必要とする学
科において履修させるものである。
第 13　手芸
１　目標
ししゅう，編み物，染色などの手芸に関する知識と技術を
習得させ，服飾手芸や室内装飾についての関心を高め，創
造性を養い，情操を豊かにするとともに，手芸を生活に活
用する能力と態度を養う。
 （２）　ししゅう
アししゅうの種類と特徴イ材料と用具ウデザインと図案エ
さし方オ作品の製作
※この科目は，被服科，服飾デザイン科およびこれを必要
とする学科において履修させるものである。

1978 年告示
すべての女

子必修

第 1　家庭一般
手芸関係の記載
なし

第 2　被服
（６）服飾手芸    アししゅうイ編み物ウ染色エその他の手
芸    （第 3 被服Ⅱも同様）
第 10　手芸
２    内容

（１）手芸の種類と変遷    （２）手芸と生活    （３）手芸品
の製作

1989 年告示
男女必履修

第 1　家庭一般
第 2　生活技術
手芸関係の記載
なし
第 3　生活一般

（５）　衣生活と
被服製作
ウ　手芸

第６　被服　（７）服飾手芸
第 17　手芸　（１）手芸と生活    （２）手芸の種類と変遷    

（３）手芸品の製作

表３   高等学校学習指導要領における手芸教育の位置づけ
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に見られない。1989 年になり男女必履修となると、必修科目では「生活一般」に手芸がみ

られるが、この科目を選択した高校は少なく、他の 2 科目には手芸は見られない。選択科

目でも取り扱いは減少している。長い間、高等学校家庭科における衣生活に関する実習は、

被服製作が中心だったのである。なお、2018 年告示の学習指導要領解説には、「第 13 節服

飾手芸２内容（3） 服飾材料」としての各種手芸の技法として具体的に「スウェーデン刺しゅ

う」が取り上げられている。第 2 次ブームとのかかわりについては、今後検討を続けたい。

３－４　学校教育におけるスウェ―デン刺繍の実践例

　以上のとおり、衣生活領域における実習は被服製作が中

心であり、手芸は一部の選択科目でしか取り上げられてい

なかった。大流行したスウェーデン刺繍は、学校現場で

は取り上げられたとする記録もあるが（図４）、高等学校

の家庭科の授業の記録としては残っていない。2008 年告

示学習指導要領以降の家庭基礎においては、基礎縫い（ボ

タン付けやまつり縫いなど）さえ求められていないため、

手芸教育の実践報告はほとんど見当たらず、スウェーデン

刺繡を題材とした報告はまったく見当たらなかった。

　しかしながら、多くの学校がホームページにより教育活動の様子を公開するようになり、スウェー

デン刺繍に取り組んでいる様子を閲覧することはできたので、その結果を表４に示す（図中の

URLについては、すべて11 月16日に閲覧確認済みである）。実践数は表５に示すとおりである。

特別支援学校（学級）における取り組みが多いが、小・中学校、高等学校でも家庭科の実

習題材として取り組まれていることがわかった。ここでは高等学校での様子について取り上げる。

　私立 M 中学高等学校では、高２家庭科でスウェーデン刺繍に取り組んでおり、以下の

ように報告がなされている。

　高校２年生の家庭科では、毎年スウェーデン刺しゅうに挑戦します。製作前に先輩の作品を

見て、さらに良いもの作ろうと意気込んで始めたのが７月。夏休みを挟み、完成したのは１０月で

した。明法祭に展示しようと思っていましたが、どんどん難しいデザインに挑戦したので、時間は

かかってしまいました。しかしその分、とても素敵な作品がたくさん出来上がりました。

　スウェーデン刺しゅうは、玉結び玉止めが必要ないので、裁縫が苦手だと言っていた生徒も縫

い始めると、出来上がっていくきれいな模様を見て自信がもてたようです。家庭科室では、作業

図４ スエ―デン刺繍２（1959）前
書きより
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　苦手な生徒も簡単に取り組め、デザインも自分で工夫することができかつ豪華な作品が

できることで生徒の達成感が得られることがうかがえる。

表４　実践事例

の過程で何度も先生のもとへ作品を持参し、色やデザインのアドバイスを求める生徒の姿が見受

けられました。一人ひとりに目が届くのが、少人数教育を特徴とする本学の強みでもあります。生

徒は、時間をかけて丁寧に刺しゅうを施した作品を見て、「楽しかった。またやりたい！」、「やりきっ

た達成感がすごい！」と笑顔で感想を話してくれました。
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　公開されている学校のホームページだけでは限界があるため、スウェーデン刺繡を教材

として開発している教材会社へも問い合わせをした。

　教材会社によると、2008 年に長野県と石川県の学校現場でスウェーデン刺繡がブームであ

るということが特約店から伝えられたことがきっかけで、スウェ―デン刺繡を教材として開

発した。「仕上がりがとても繊細で美しいため、一見難しそうに見えますが、実は単純作業の

繰り返しで子どもでも簡単に美しい模様を仕上げられるという意外性がとても魅力である」

との見解である。取り組んでいる教師から教材会社に寄せられた感想は以下の通りであった。

学校種 実践数

小学校（普通級） 5

中学校（普通級） 6

高校 4

特別支援学校 8

特別支援級 7

表 5　実践事例

・直線で通すだけでも綺麗な模様になる。基本の図案をアレンジするのも簡単。苦手と言う生徒

でも楽しんで取り組めた。

・裏面に刺繍の跡が出ないため、仕上がりが綺麗で完成度が高く、自分で製作した作品を日常

生活で使用するという喜びを体験させてあげられたと思う。

・想像以上に集中して取り組んでいた。スウェーデン刺繍の時間だけは静かで、集中力が養わ

れたように思う。（ハマる！！スマホより楽しい！！という生徒の声も…）

・スウェーデン刺繍の ｢針で布をすくう｣ という動作が、まつり縫いの織り目をすくうという感覚に

似ているため、疑似練習になった。
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　同社では、生徒の達成感が大きい理由として「少ない色数でもグラデーションの美しい

模様が表現でき、基本の刺し方の組み合わせで簡単にオリジナルデザインにアレンジする

こともできるスウェーデン刺繍は、従来からあるフランス刺繍やクロスステッチよりも簡

単にできて、見た目も豪華」であるとしている。さらに教師の感想からも、仕上がりがき

れいであるため自分の製作した作品を日常生活で使用できることや、基礎縫い（まつり縫

い）の練習にもなることなどが挙げられ、従来の家庭科教育で取り組まれてきた目標も達

成できる教材であり、取り組む意義が大きいと考えられる。

４　総合考察
４－１　戦後の家庭生活とスウェーデン刺繍

　スウェーデン刺繍は、考案者である久家道子氏がチリ滞在中に布目をすくう刺繍に初め

て出合った体験をもとに、1956 年に考案されたものである。布の織り目をすくって模様

を表現する手法は世界各地で見られるが、専用の道具や布は久家氏が独自に開発したもの

で、久家氏がものづくりの盛んな国スウェーデンへの思いをこめて命名したものであり、

スウェーデン国とは直接の関係はない。特別な道具が不要で、比較的簡単な技法で完成さ

せることができ、立体感があり色使いなどで見栄えもするため、専業主婦が増大した 1960

～ 1970 年代にこれまでにない手芸の方法として大流行した（第 1 次ブーム）。戦後の高度

経済成長時代の主婦たちは、その住まいを飾り、自分らしい生活を創造するために刺繡を

施し、生活における豊かさを享受するとともに家庭における自身の存在感を高めたと考え

られる。

４－２　スウェーデン刺繍とウェルビーイング

　久家道子氏に師事し、親族でもあり、現代を代表する刺繍作家である五十嵐富美氏は、

自身が入院した際にこの刺繍に取り組むことにより、一段一段仕上げていくと病気で気持

ちが落ち込みがちであったが前向きになれ、完成に向けて続きがやりたくなることを実感

したと述べている。それは、テキスタイルアーティストのヒックス氏に師事していた時、

「人は産まれた瞬間からやわらかい布に包まれて育つ。やわらかい布に触れることは、人

間にとって癒し効果がある」と学んだことにも起因し、布と糸を使って物を製作すること

の人の心への効果を語っている。実際五十嵐氏が主宰するワークショップでは男女関係な

くあらゆる年代の人が楽しんで取り組んでおり、（スウェーデン刺繍は）色使いは好みや

個性に合わせて考えることができ、手先の器用さとは関係なく取り組めるものであり、自
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分を表現する手段として多くの人が夢中になって取り組むと五十嵐氏は語っている。第１

次ブームでは専業主婦たちが家庭内を装飾し、持ち物や着るものにまで刺繍を施し、家庭

生活を豊かにし、自分たちの存在感や家族への思いを形にすることができた。生活を豊か

にし、自分を表現し、夢中になって取り組む豊かさを求める人々にとって、柔らかい布に

触れながらスウェーデン刺繍に取り組むことは、ウェルビーイングすなわちその人らしい

最適な状態を作りだす手段となるのではないだろうか。

４－３　学校における手芸教育とウェルビーイング

　2008 年告示の学習指導要領以降、高等学校学習指導要領において、必修科目における被

服製作の実習については特に言及されていないが、現場の教師は基礎縫い（ボタン付け、

まつり縫いなど）を重視する傾向があるように思われる。手芸は必修科目ではなく選択科

目に置かれることが多いため、普通教育において積極的に取り組む事例はあまり見られず、

スウェーデン刺繍の知名度も現在決して高いとは言えない。

　スウェーデン刺繍は、主に特別支援学校（学級）を中心に取り組まれており、技法が簡

単であることから生徒の状態に応じて自由にデザインや模様を変え、生徒が夢中になって

取り組み、素晴らしい作品を仕上げていることが報告されている。しかし、生徒の内面に

与える効果についての報告は不十分である。五十嵐氏はスウェーデン刺繍の学校教育での

人気の要因について、自分の好みの色で作り、実際に使えるものが作れ、リメイクにも応

用でき、そして誰かのために作ってあげられること、などを指摘している。裁縫が苦手な

生徒も出来上がっていく作品を見て自信が持てるようになり、達成感を得られるスウェー

デン刺繡は、生徒のウェルビーイングの向上に貢献することが推察される。高等学校の普

通科の授業で、時間数が少ない中でも生徒が自由にデザインし、自ら進んで取り組み、達

成感を得られるものづくりのために授業開発が求められる。

５　まとめと今後の課題
　家庭科は時代の要請にこたえて学習内容が変遷してきたが、2016 年中教審答申により

「伝統や文化に関する教育の充実」が示されて以来、生活文化に関する教育が注目されて

いる。2018 年告示の高等学校学習指導要領では、高等学校家庭科の教育内容について、生

活の営みに係る見方・考え方として４つの視点が示されており、その１つに「生活文化の

継承と創造」が挙げられている。

　衣食住にかかわる生活文化には日々の生活を支え、豊かな生活を創造するために継承さ



58　國學院大學栃木短期大學紀要

れてきたものが数多くある。高度経済成長期の日本で、専業主婦を中心にその生活を豊か

にしてきたスウェーデン刺繍もその一つであることを本論で実証した。手芸は近年学校教

育では取り上げられる機会が減少しているが、その効果についてより詳しい研究が進めら

れるべきであろう。クロスステッチや刺し子など、これまでにも学校教育で取り組まれて

いる他の手芸の効果についても、比較・検討する必要がある。

　特別支援教育では手芸は重視されており、スウェーデン刺繍の実践報告も多い。特別支

援教育は「障がいによる学習上又は生活上の困難を克服し自立を図るために必要な知識技

能を授ける」ことを目的とするが、先行研究によると「スウェーデン刺繍は、布目の粗さ

や組み合わせの模様でレベル調整しやすく、障がいの軽重を考慮してその子どもに合った

題材に調整しやすいため人気が高い」（大隅、2011）と特別支援学校での取り組みやすさ

が示されている。このことは、生徒の個性に応じて取り組みやすく、同時に教師にとって

も指導がしやすいことを示唆しているのではないだろうか。

　高校生は、家庭科の学びを「ふだん」「今」「将来」の「生活や社会に出て役に立つ」「生

きた勉強ができる」（大学家庭科教育研究会、2024）と評価している。高校生がスウェーデ

ン刺繍に取り組むことで、その内面がどの様に変容するか注目し、スウェーデン刺繍が彼

らのウェルビーイングの向上に寄与する教材であるかを検討することが今後の課題である。
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